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「歴史資源活用計画」についての 
学習会が行われました 

２月１２日に「歴史資源活用計画」についての学習会が「みんなで街つく

りを考える会」（大野新策会長）主催で行なわれました。２９名の方々がご

参加され、大洲市の担当課職員の方から説明がされました。 

参加された方から多くの疑問が出されましたが、担当課職員が答弁できな

い範囲は、まとめて、大洲市長に提出することになりました。 

『今回の古民家活用計画や、大洲城のお泊まり体験など白紙に戻して、広

く市民に説明と、声を聞く場を作ってください。』と要望することになりま

した。 

○民間ファンドの審査がＯＫなので、無担保無保証で貸してくれると言うが  

回収の見通しはあるのか。 

○松井邸は古くて、改修に莫大な経費がかかる。本当に１億５０００万円出

できるのか。などの意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
補聴器購入への補助を議会で要望しています 
早めの補聴器で認知証予防ということで、新婦人しんぶんに右のような記

事が載っています。補聴器の普及率は、日本はイギリスの３分の１以下です。

公的な補助をしている自治体もあります。生活の質の向上のためにも、大洲

市でも補聴器購入への補助を求めてまいりしょう。 

 


